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絨毯の起源は羊を放牧していた遊牧民に求められる。彼等
は羊の皮を敷物や衣服として使っていた。羊の毛を刈り、糸
の紡ぎが出来るようになって平織りが口∫能となり、徐々にパ

イル織の絨毯が織られるようになった。
羊毛も他の天然繊維も永い年月が経つと朽ちてしまうた

め、占い絨毯は殆ど残っていない。1949年 以前に発掘され
た最も占い絨毯は、9 HI紀 のものでエジプ トのフォスタト

(Fustat)で 見つかり、その後 13世紀の絨毯数枚が トルコ
のコンヤで発掘されたくらいであった。これらの絨毯はイス
タンブールのイスラム博物館が所蔵している。

1949年 ロシアの孝古学者ロデンコがビイスクから南束約
200キ ロメー トル離れ、外モンゴルから80キ ロメー トルの
アルタイ山脈の麓にあるパジリク古墳のサカ族の上の墓で、
200cm× 183cmの絨毯を凍っている状態で発IFLし た。ロデ
ンコによるとこの絨毯はアケメネス王朝の時代のもので、
B C400年 にイランの東ホラーサン地方で織られたものと推
定された。その後、コズロフによってシベリアのノインウラ
で氷 11の 中から絨毯の断片一枚が発掘された。この断片は年
数が刻まれた箱に人っていて、西暦 3年のものと半1定 されて
いる。パジリク絨毯とこの断片はロシアのエルミタージュ博
物館が所蔵している。

その後長い間、古い絨毯が発見されず絨毯の存在を歴史書
や旅行記から想像する事しか出来なかった。
特にササン朝時代 (A C227～ 651)の絨毯は殆ど最近ま
で見つかっていなかった。しかし、この 10年 の間にイラン
の東の地域で見つかったパイル織の断片がヨーロッパのオー

クション等に出て、それらをカーボン14で 試験した結果サ
サン朝時代のものと判明した。これらの断片は、新しくでき
たクウェイトの博物館が所蔵している。

世界の美術館や個人のコレクションからもわかるように、
サファヴイー朝 (1501～ 1722)は ベルシア絨毯の最盛期で
あった。この時代には、カシャン、イスファハン、タブリー
ズ、ヘラート等で工室工房ができ、ベルシア絨毯の歴史で最
も優れた作謂1が沢山製作されたc

シャータハマスブ l Ll(在 位 1524～ 76)の年代が織 り
こまれている名品がある。その絨毯はミラノのポルディ・
ペ ッツオー リ美術館が所蔵 してお り、ギャソッデ ィン

(GHIASOI)I)IN)作 のメダリオン狩猟文絨毯で 1522～ 23
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年作と織 り込まれている。
シャータハマスブ 1陛時代の最も有名な名品lは アルデビル

絨毯である。この絨毯は対で製作されたもので一枚はロンド
ンのヴィクトリア&ア ルバー ト博物館、もう ^枚 はロサン
ゼルス郡立美術館が所蔵している。この絨毯には 1539～ 40

年と、製作者マグスード・カシャニーの名前が織りこまれて
いる。
シャータハマスブ 1陛の後、アッバス1世 (在位 1588～

1629)の 時代は、特に芸atに力が入リベルシア絨毯の黄金川l
といえる。
MIHO NIIUSEUMI所 蔵の 16泄紀サファヴィー朝時代のメ
ダリオンコーナー狩猟動物闘争文様の絨毯 604cm× 322cm
は逸品である。この時代の最も素晴らしい作品の一つといえ
よう。ポーランドのサングスコ上家が所有していたので、こ
の絨毯はサングスコ(SANGUSZKO)絨毯として有名である。

8世紀～ 10世 紀にかけての国の財務書類によると年間数
千枚の絨毯が税金として国に納められていたことがわかるc
19世紀後半のヨーロッパでアニリン染料が発明され、イ
ランの絨毯づくりにも大きな影響を及ぼした。それまで手で

紡いでいた糸の代わりに機械で紡績した糸が使われるように
なり、商業化が進んでいった。徐々に本来織られていた地域
や民族も崩れ絨毯のアイデンティティーが薄れていった。
近年、このような商業 il義の絨毯が氾濫してきていること
を憂い、本来の輝きを取り戻そうとする動きがでてきた。我々
はこの動きをペルシア絨毯のルネッサンスと呼んでいる。

パジツク古境議圭約 2500年 前の絨
毯  200crtt X 188cm

ソレマユエフィエィエ房作品
カシャン ゴレスタン 313cm
X21 2crp


